
２０２１年 ３月 28日 礼拝プログラム 
---------------------------------------------------------------- 

司会・祈祷 ： 深谷浩昭兄  （奏楽：小島明美姉） 
 

賛    美  ： 新聖歌１０８「丘に立てる粗削りの」 栄光から栄光へと 

ヤベツの祈り ：  

聖書箇所  ： マルコによる福音書１５章３３～４１節 （新約聖書P.80） 

朗読：深谷明美姉 

特別音楽  ： ピアノ演奏 米田香姉 

         What a friend we have in Jesus（慈しみ深き友なるイェスは） 
 
 

  

 

メッセージ  ： プライベート・ルーム 

 

賛美と献金 ： 血潮したたる（新聖歌１１４）ヨハン・セバスチャン・バッハ「マタイ受難曲」より 

  献金係：太田昌子姉・小栗良子姉 

頌    栄 ：  小羊イェスよ 

祝   祷  ：  
 

---------------------------------------------------------------- 

【瀬戸ニュース】 
 

今日も礼拝を守ることができて感謝です。引き続き、細心の注意と感染予防、 

マスク着用・消毒などお願いします。礼拝後の掃除・除菌のお手伝いを感謝します。 
 

◇ 今週木曜10時半～祈祷会！「祈りの小径」パンフレットもお用い下さい。 

◇ 瀬戸ライフアートスタジオはお休み。 

 

◇ ４月１１日（日）は音楽ミサ。限定５０名の登録を！伝道的な働きです。 

子供のコンサートは、９時半～と１４時～の２回。１４時が空席あり！ 

◇ ４月４日（日） 来週は、イースター礼拝（復活祭）のお祝いです。 

驚きの特別賛美も用意されています。イェス様のよみがえりは私たちの希望です！ 

◇ 皆さまの近況アナウンス： 

・受験生たち・就職活動中の者たちが守られますように！  

・病の中でたたかっている皆様に、医療従事者の方のために主の平安と癒しを祈ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Seto Life Art Studio ライフアートスタジオ発//慰めと励ましの牧師コラム 

 

受難週・棕櫚の日曜日 

倉知契 牧師 

キリストを抱く
いだ

こと キリストに抱
いだ

かれること 
     

この数週間、モネ、ミレー、ブロッホ、ダヴィンチの芸術作品を通して、聖書の世界

を味わってきました。揃えて部屋に飾りたいほどのバックナンバーですね。芸術や音楽

は、コロナ禍のような緊急時には、後回しにされがちですが、実はこのような時こそ、

人の感性を養い、精神力を支える霊的な力の源となります。作品に込められたアー

ティストの祈りや心が現代にも響いてくる感覚は、なんとも心地良いものです。 
 

さて、ミケランジェロと言えば、「ダビデ像」やこの「ピエタ」などの彫刻、また「最後の

審判」や「天地創造」などを描いた「システィーナ礼拝堂天井画」で有名です。ダヴィ

ンチと共に活躍した、盛期ルネッサンス時代の天才芸術家。イタリア語で「哀れみ・

慈悲」を意味するピエタは、十字架で殺されたキリストを抱く母マリアの彫像（大理石）

で、ミケランジェロは生涯４つの「ピエタ」を制作したと言われます。週報表紙のが最も

有名な、聖ペテロ大聖堂に飾られている「ピエタ」。磔刑の苦しみの末、窶れ果てた

我が子を抱く母の姿が印象的です。聖霊によって与えられた「我が子」を看取った母

の悲哀の重さに圧倒されます。私たちは、これほど「イェス様の死」の重みを感じ

て生きているでしょうか。それは同時に、自分の罪深さと重荷の大きさを感じる時

であり、私という本当に愚かで弱い罪人と、イェス様の命が「同じ重さの価値」を持っ

ているという恩寵の極みに引き上げられる時なのです。母マリヤのようにイェス様を胸

に抱き、父の涙に心震わせ、襟を正し、贖われて頂いた尊い命を大切にする者であ

りたいと思わされます。Amen 
 

右の写真は、ミケランジェロの遺作「ロンダニーニ※のピエタ」。 

彼はこの作品を８４歳（1559年）に制作し始めますが、高齢の 

ため体力は衰え、視力は落ち、曲がった腰で彫刻を続けました。 
※ローマのロンダニーニ邸の中庭に置かれていたためこの名が付きました。 

 

 お気づきのように、特徴は、ピエタとは母マリアがイェスを抱く像の 

ことですが、これはまるで、キリストが悲しむマリアを背負っているよ 

うな構造です。２０代半ばで制作した最初のピエタ（表紙）と随分 

違います。ミケランジェロは死が近づいた自分の人生を振り返り 

私がキリストを抱いてきたのではない、キリストが私を背負って 

くださっていたのだ、と気付いたのでしょう。 

 キリストを抱き、その重さを感じて生きることも大切ですが、キリストに抱かれ、背負

われ、運んで頂いている恩寵（恵み）の重さに感謝する受難週をお過ごしください。 
 

牧師 倉知契  

 十字架とわたし・シリーズ③ ROOM 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜礼拝 2021 
 

 

瀬戸カルバリーチャペル 

Seto Life Art Studio 
 

３月 28 日（日） １１～１２時 

 

駐車場についての大切なお願い 
 

みずの坂クリニック様の駐車場をご厚意で私達の教会は使用させて頂いておりま

すが、基本的に第一駐車場は使用禁止です。特別な集会の時にのみ、お借りし

ています。通常の日曜日は第二・第三駐車場をご利用下さい。しかし常に第一・

第三駐車場の屋根の下は駐車禁止です。徹底をお願い致します。 

 

 

ミケランジェロ（1475-1564） 

ピエタ 
 

バチカン市国のサン・ピエトロ（聖ペテロ）大聖堂に所蔵

されている、ミケランジェロの署名入りの唯一の彫刻作

品。ピエタ（Pietà）はイタリア語で「哀れみ・慈悲」の

意味で、十字架から降ろされたキリストを抱く母マリアの

彫刻や絵を表します。ミケランジェロは生涯４つのピエタ

を制作し、これは最初の作品です。続きは内側のコラム欄を！ 

 

当日のご登録をお忘れなく！ 
 

子どものためのコンサートは 2 回 

・午前 9 時半～ ほぼ満席 

・午後 2 時～  空席有り 

mailto:keikura@gmail.com

